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Ⅰ．はじめに
　昨今のラグビーブームや東京オリンピック・パラリン
ピックを翌年に控え，スポーツ関する関心は更に高まっ
てきた。また，近年のパラスポーツのPR活動の効果も
あり，障がい者スポーツ（以下；アダプテッドスポーツ）
の認知度も向上しつつある。
　我々はこれまで，車椅子野球の開発にはじまり，アメ
リカで普及している車椅子ソフトボールに焦点をあて，
近年は車椅子ソフトボールの発展に向けて活動を続けて
きた1）。車椅子ソフトボールは日本にとって，競技人口
の多い「ベースボール型」の球技がベースになっている
こと，全員が車椅子に乗ることから比較的，競技条件が
平等に近くなる。よって，普及にはあまり時間がかから
ないと思われていたが，競技用車椅子の確保や車椅子が
使用可能な施設の確保など様々な要因が重なり，普及に
はもう少し時間が必要かと考えられる。また，競技普及
のために高いパフォーマンスを発揮することによって，
よりハイレベルな試合を展開し，まずは見る人を徐々に
増やし，それをきっかけに実際に実施してもらえるよう
な流れを構築していくことが求められる。これまでも
練習プログラムの考案にも取り組んできた2）。昨年度は
「走」・「攻」・「守」それぞれのスキルアップのための指
導法について検討した3）。これまでの流れを踏まえ，車
椅子ソフトボールの特性上，打撃技術の良し悪しが大き
くチーム成績に関わるのではないかと考えられる。その
ため，個人の打撃フォームを映像で分析をし，それをも
とに打撃指導を行い，打撃力の向上を目的とした。
Ⅱ．車椅子ソフトボールの基本ルール
１．車椅子ソフトボールの基本ルールについては日本ソ
フトボール協会のソフトボールのルールに則って実
施される。加えて，車椅子ソフト独自のルールが追
加される。
２．「スローピッチ」
「スローピッチ」とは，打者が打つことを前提とし，
山なりでボールを投じる。投球後のボールが，打者
の頭の上の高さを越える必要がある。
３．「10人制」
通常のソフトボールは，９人のプレイヤーが守備に
つき，打順も１番から９番で試合を実施するが，車
椅子ソフトボールでは，10人で守り，10人で打順を
構成する。
４．「クラス分け」
クラス分け制度の目的は，「障がいの度合いが直接
勝敗に影響しないように公平性を保ち，多くの選手
（障がい者と健常者を含む）が参加できるようにす
るためである。障がいの度合いによって，持ち点が
有り，１チーム21点以内でチームを編成する。代打
または代走で選手を起用する場合も合計持ち点が21
点を越えてはならない。主な点数配分については次
の通りである。クラスⅢは３点（下肢の機能が有り，
旋回動作も十分にできる場合）。クラスⅡは２点（腹
筋・背筋の機能はあり，バランスは保てるが，下肢
の機能および旋回動作が弱い場合。クラスⅢは１点
（腹筋・背筋の機能がないもしくは，弱く，座位バ
ランスが悪い）。クラスQは０点（クアードと呼ば
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科　学生
（85〜88）
─　　─86
車椅子ソフトボールにおける「打撃指導法」の検討
れ，主に頚椎損傷者，または，それに準ずる上肢の
障がいがある場合）。クアードの選手のみ，バント
およびチョップヒットが認められている。それ以外
の選手は禁止されている。また，女子選手は自分の
持ち点からマイナス1.5点（０未満は無し）とされ
ている。
５．「再出場（リエントリー）」
一度退いた選手がもう一度出場できる制度がある。
Ⅲ． 練習内容と指導について
１．対象者
　対象者は本学の北方圏生涯スポーツ研究センターを中
心に活動し，本学のゼミの学生も参加している「Brave
　Fighters」の選手，障がい者２名，健常者２名とした。
対象選手には，研究の内容について十分に説明をし，同
意を得た。
２．観察方法
　練習の際に，ビデオカメラを用いて映像を撮影し，そ
の映像をもとに動作を分析した。
３．練習頻度・練習時間
　練習頻度と練習時間については昨年と変わらず，チー
ム全体でおこなう全体練習は遠方からくる選手もいるた
め，原則毎週土曜の午後からとして２時間から３時間程
度とした。また，打撃練習に割く時間は１人あたり１回
10分程度であった。
４．打撃動作の観察
１）選手A
　選手Aの打撃フォームを図１に示す。選手Aはク
ラスⅠの選手であり，体幹の機能が制限されるため，
左腕で，車椅子の車輪を掴むことでバランスを保持し
ている。図１の①の構えでは，肩の水平線上のライン
よりやや上にグリップ位置があるが，図１の②から③
にかけてのテイクバックで大きくグリップ位置を下げ
る。この動作により，インパクト位置までの距離を作
り，強いインパクトを実現しようとしていると考えら
れる。その過程で，図１の⑤でバットのヘッドが極端
に下がりすぎている。よって，スイングの際にバット
が重たく感じてスイング速度が出にくいと考えられ
る。また，図１の⑥でのインパクトの位置が非常に後
ろで，強いインパクトができていないと考察される。
２）選手B
　選手Bの打撃フォームを図２に示す。選手Bはクラ
スⅡの選手であり，こちらの選手も選手Aの選手と
同様，図２の①の最初の構えの位置から図２の④のテ
イクバック動作で大きくグリップを鉛直方向へと下げ
ていることが確認できる。また，図２の④から⑥のイ
ンパクトまでのバットの軌道が波打っている傾向が感
じられる。図２の⑥のインパクトは選手Aに比べる
と比較的前で打てている。図２の⑦のフォロースルー
はしっかり振り切れており，スイングの力を上手に受
け流している。
３）選手C
　選手Cの打撃フォームを図３に示す。選手Cはクラ
スⅢの選手にあたり，下肢の機能が有り，旋回動作も
十分にできるいわゆる健常者である。図３の①の構え
から図３の②にかけて，体幹の位置を右足側にスライ
ドさせている。したがって，スイングの準備として重
心を後方に移動させていると推察される。図３の③の
スイングの始動では，グリップエンドからバットが出
され，右肘を脇腹の間にスペースが無く，インサイド・
アウトのスイングの原型が完成している。その後，図
３の④から⑤において，ボールがスローピッチにより
山なりで上からくることから一気に左の脇を開けて下
から上にバットを振り上げている。図３の⑥インパク
トもボールをきちんと捉えており，理想的な形となっ
ている。図３の⑦のフォロースルーも豪快できちんと
バットを振り抜けている。
４）選手D
　選手Dの打撃フォームを図４に示す。選手Dは選手
Cと同様，クラスⅢの選手にあたり，下肢の機能が有
り，旋回動作も十分にできるいわゆる健常者である。
選手Dの構え方は図４の①の示す通り，他の３選手と
ことなり，体全体を比較的投手側に向けている。 次
に図４の②のように選手Cと同様に体幹の位置を右足
側にスライドさせている。したがって，選手Dもスイ
ングの準備として重心を後方に移動させていると推察
される。図４の③から⑤にかけては，バットのグリッ
プエンドから動き始め，バットを下から上へと振り上
げることができている。来たボールの位置もあるが，
図４の⑤において，理想的なポイントでインパクトが
できている。はじめの構えで体を開き気味に構えるこ
とで，このミートポイントで打てることをよく理解し
た打撃フォームであるといえる。
５．打撃動作の指導
１）選手A
　選手Aは，左手で車椅子を握り，上体を安定させ
る必要があるため，右腕一本での打撃スタイルで実施
することは変えなかった。しかし，フォームを分析し
ていく中で，改善可能な部分についての指導を実施し
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図１　被験者Aの打撃フォーム
図２　被験者Bの打撃フォーム
図３　被験者Cの打撃フォーム
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た。右手のみで，打つ分，両腕でスイングする選手に
比べてインパクトが後ろに下がることは止む終えない
部分である。しかし，もう少しインパクトを前に持っ
てくることで，遠心力により，スイング速度が最大の
タイミングでインパクトが可能と考えられる。そのた
め，真横からのトスを上げ，決まった位置でインパク
トができるような練習を提案する。
２）選手B
　選手Bは，バットの軌道が波打つ傾向が見られたこ
とから，その癖を改善させるため，ティースタンドを
用いて，スタンドにおいた止まったボールを正確に打
つことで力みよる頭のブレやスイング軌道の癖を改善
する練習を試みる。
３）選手C
　選手Cは，打撃フォーム自体に大きな改善点が無い
ことから，フォームの改善ではなく，スイング速度を
向上させるため，重量の異なるバットをランダムにス
イングさせる練習を実施する。
４）選手Dについては，選手Cと同様に打撃フォーム
に大きな改善点がみられないことから，スイング
速度を向上させるため，重量の異なるバットをラ
ンダムにスイングさせる練習を実施する。
Ⅳ．まとめ
　今回は打撃力向上のための，打撃のフォームの分析を
実施した。対象選手は４名でうち２名がクラスⅡおよび
クラスⅢの選手，残り２名がクラスⅠにあたる健常者の
選手であった。それぞれの選手の打撃を分析した結果，
それぞれの課題が確認された。それらをもとに打撃力向
上・打撃フォーム改善のための練習法を検討した。今年
度は大会のスケジュールや練習場所・時間の確保の要因
から，練習法を検討するところまでにとどまった。次年
度は，検討した練習方法を実際の練習の中に取り入れる
ことで，打撃動作がどのように変化するのかを再度分析
し，効果の検証を実施する。
付　記
　本研究は2019年度北方圏生涯スポーツ研究センター・
センター選定事業として実施した。
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図４　被験者Dの打撃フォーム
